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昨年 12月に実施した保護者アンケートの結果をお知らせします。今年度は質問 1～7について、生徒に同様の

質問をしましたので、併せてお知らせします。御協力ありがとうございました。 

■保護者回答者数 195、生徒回答者数 243      

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者アンケート報告 ～教育活動に関する調査～ 

質問１ 平日（月～金）の１日あたりの勉強時間

はどれくらいですか？ 

 

 

 

 

 

 

【保護者】「１時間未満」とした割合：44.1％ 

 

 

 

 

 

１年      ２年      ３年 

53.4％     50.5％     46.8％ 

 

質問２ 学校が休みの日（土日祝など）の１日あ

たりの勉強時間はどれくらいですか？ 

 

 

 

 

 

 

【保護者】「１時間未満」とした割合：79.0％ 

 

 

 

 

 

１年       ２年      ３年 

83.6％      78.1％     73.4％ 

 

「学習時間１時間未満の割合」を記載しました。学年

が上がるにつれて学習時間が増えているとはいえ、中

学生の家庭学習時間としては物足りないと感じます。

また、保護者が思うよりは、生徒の方が「勉強時間が

少ない」と回答する傾向が強いことが分かります。 

 

 

質問３ お子さまは授業で、ＰＣ・タブレットな

どのＩＣＴ機器を十分に活用していると思います

か？ 

 

 

 

 

 

 

【保護者】肯定的回答（3・4）：84.6％ 

 

 

 

 

 

 

１年      ２年       

80.8％     82.3％      

 

 

 

 

 

３年 

88.6％ 

【生徒】肯定的回答（週３回以上）の割合 

 

「授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を十分

に活用している」という質問に対しては、保護者・生

徒ともに肯定的な回答の割合が高く、学校でのＩＣＴ

機器活用が推進されていることが分かります。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問４ 授業や学校生活では、友だちや周りの人の

考えを大切にして、お互いに協力しながら課題の解

決に取り組んでいますか？ 

 

 

 

 

 

 

【保護者】肯定的回答（3・4）：88.2％ 

 

 

 

 

 

 

１年       ２年      ３年 

97.3％      95.6％     97.4％ 

 

質問５ お子さまは分からないことや詳しく知り

たいことがあったときに、自分で学び方を考え、

工夫することはできていますか？ 

 

 

 

 

 

 

【保護者】肯定的回答（3・4）：73.4％ 

 

 

 

 

 

 

１年       ２年      ３年 

86.3％      74.7％     79.7％ 

 

保護者・生徒ともに肯定的な回答の割合が高い（70

％以上）結果となりました。また、保護者よりも生徒

の方が肯定的な回答の割合が高いことが分かります。 

 

 

質問６ 学校はいじめの未然防止・早期発見・早

期対応に取り組んでいますか？ 

 

 

 

 

 

 

【保護者】肯定的回答（3・4）：81.1％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年       ２年      ３年 

95.9％      95.6％     100％ 

生徒設問：いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか 

 

保護者の肯定的な回答の割合は高い結果となりまし

た。また、ほとんどの生徒が「いじめはいけない」

と考えていることが分かりました。 

 

 

質問７ お子さまは友人や先輩、身近な大人、先

生、地域の方などに自分から「あいさつ」をする

ことができますか？ 

 

 

 

 

 

 

【保護者】肯定的回答（3・4）：92.0％ 

 

 

 

 

 

１年       ２年      ３年 

91.8％      91.2％     85.1％ 

 

保護者・生徒ともに肯定的な回答の割合が高い（85

％以上）結果となりました。また、保護者よりも生徒

の方が肯定的な回答の割合が高いことが分かります。 

 

質問８ お子さまは携帯電話・スマートフォンや

コンピューターの使い方について、保護者の方と

約束したことを守っていますか？ 

 

 

 

 

 

 

【保護者】肯定的回答（3・4）：71.8％ 

※生徒データなし 

 

肯定的な回答の割合が比較的高い（70％以上）結果

となりました。一方で、約束を守っていないとする割

合も28.2％であり、SNS等でのトラブルが増えてき

ている近年、約束を守る大切さについて御家庭と学校

とで連携して指導することが大切だと考えます。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問９ 学校は体育や部活動を通して、体力向上

に向けた教育を推進していますか？ 

 

【保護者】肯定的回答（3・4） 

：85.1％ 

※生徒データなし 

 

 

肯定的な回答の割合が高い結果となりました。今後

も体力向上に向けた活動を推進します。 

 

 

質問10 学校はキャリア教育などを通して、お子

さまが夢の実現に向けて努力する姿勢を育成する

教育を推進していますか？ 

 

【保護者】肯定的回答（3・4） 

：79.5％ 

※生徒データなし 

 

 

肯定的な回答の割合が高い結果となりました。今後

も夢の実現に向けて努力する姿勢の育成に尽力しま

す。 

 

 

質問11 お子さまは花壇活動や清掃活動などで、

仲間と協力することができていると思いますか？ 

 

【保護者】肯定的回答（3・4） 

：95.9％ 

※生徒データなし 

 

 

肯定的な回答の割合が非常に高い結果となりました。

今後も仲間と協力する姿勢の育成に尽力します。 

 

 

質問12 学校運営協議会（コミュニティ・スクー

ル）での話し合いを通して、家庭や地域社会との

連携・協働による活動内容の工夫・見直しができ

ていると思いますか？ 

 

【保護者】肯定的回答（3・4） 

：80.0％ 

※生徒データなし 

 

 

肯定的な回答の割合が高い結果となりました。今後も

学校運営協議会の対話を通した連携・協働による活動

の工夫を継続します。 

 

 

 

 

 

 

質問13 お子さまは地域や社会に関心を持ち、地

域や社会をよくするために何かしてみたいと考え

ていると思いますか？ 

 

【保護者】肯定的回答（3・4） 

：48.7％ 

※生徒データなし 

 

 

肯定的な回答の割合が50％を下回りました。お子さ

まの地域や社会への関心や奉仕の気持ちがあまり高

くないと感じている方が多いことが分かります。学

校と御家庭とで協力し、お子さまの地域参加、社会

参加を促しましょう。 

 

 

質問14 学校は学校だよりや学年・学級だより、

ホームページなどで情報発信を十分に行っていま

すか？ 

 

【保護者】肯定的回答（3・4） 

：85.7％ 

※生徒データなし 

 

 

肯定的な回答の割合が高い結果となりました。今後

も十分な情報発信を心掛けます。 

 

 

質問15 学校は保護者との情報共有や対応を丁寧

に行い、連携・協力することができていますか？ 

 

【保護者】肯定的回答（3・4） 

：85.6％ 

※生徒データなし 

 

 

肯定的な回答の割合が高い結果となりました。今後

も丁寧な対応と連携・協力を心掛けます。 

 

 

質問16 お子さまは小学校と中学校とで連携した指導

や合同授業を十分に受けていると思いますか？ 

 

【保護者】肯定的回答（3・4） 

：84.7％ 

※生徒データなし 

 

 

肯定的な回答の割合が高い結果となりました。今後

も若草小学校との連携・協力を推進し、効果的な合

同授業や連携指導の在り方を模索します。 

 

 

 

 

 



 【働き方改革とは】 

                                    学校における働き方改革は、教員自身がこれまでの働                                                         

き                                    き方を見直し、子どもたちと向き合う時間や自らの学び 

                                    を深めるための時間を確保することで、「質の高い学 

び」と「持続可能な学校」の実現につながるもの。 

                                     （北海道教育委員会ホームページ： 

学校における働き方改革「北海道アクション・プラン」から） 

 

※1：「2025年度北海道教員採用試験の倍率」 

道教委分の校種別の倍率は、小学校が 1.5倍、 

中学校が 1.8倍、高校が 2.4倍、特別支援学校が 

1.4倍。札幌市教委分は小学校が 2.9倍、中学校 

が 4.8倍、特別支援学校が 1.9倍だった。 

（北海道新聞９月 26 日） 

 

【分析・総評】 

・全体的には「４：そう思う」「３：どちらかといえばそう思う」の割合が高く、学校の教育活動に対して概ね肯定的 

に捉えていただいています。 

・「２：どちらかといえばそう思わない」「１：そう思わない」の回答が多い項目については、次年度に向けての改善 

と活動内容の周知を実施します。 

・質問１～７を見ると、生徒の回答と保護者の回答に差があることが分かります。学校から学習活動および生徒  

の生活の様子について周知をしますので、保護者の皆様もぜひ学校にいらして生徒の様子を見てください。 

また、親子の対話を増やしていくことで生徒アンケートと保護者アンケートの数値が近づいていくと考えられま 

す。 

・お子さまの出席番号を提出物等に記載する件について御意見をいただきました。出席番号は生徒の身分証明 

書に記載がありますので、年度当初に御家族で御確認ください。本校におきましてはお子さまの個人情報を正 

確に管理・把握し、迅速な対応のために番号の記載をお願いしています。御理解と御協力をお願いいたします。 

・クーラーの設置時期について御質問をいただきました。現時点の予定では令和９年度となっておりますが、設 

置者である恵庭市教育委員会からの通知で明確になり次第、皆様にもお伝えする予定です。 

・部活動について様々な御意見をいただきました。活動内容や活動時間、指導体制および「部活動の地域展開 

（これまで学校が主体となっていた部活動を、地域が主体となって運営する「地域クラブ」へ移行する取組）」につ

いてはスポーツ庁と文化庁から出されている「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合

的なガイドライン」に則り、恵庭市教育委員会と連携・協力しながら、よりよい部活動運営について検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たくさんの励ましのお言葉や感謝のお言葉をいただきました。職員一同、前向きなお言葉はとて

も励みになり明日への活力となります。ありがとうございます。 

また、御意見や御質問、御指摘をいただき、ありがとうございました。先日、本校の教職員で情

報共有させていただきました。できるところから改善し、よりよい教育活動を目指すとともに、不

明な点については恵庭市教育委員会等からはっきりとした情報が入り次第、お伝えしていきます。 

これからも何かありましたらアンケートの時に限らず、いつでも学校（代表：34-0551）まで

御連絡ください。御家庭と学校、地域とで連携・協力し、子どもたちにとって充実した有意義な教

育活動を提供できる学校を目指します。 

皆様の変わらぬ御理解、御協力をよろしくお願いいたします。 

質問17 学校の「働き方改革」は進んでいると思

いますか（残業時間の多さや年休取得の少なさなど）？ 

 

【保護者】肯定的回答（3・4） 

：75.3％ 

※生徒データなし 

 

 

肯定的な回答の割合が比較的高い結果となりました。

北海道教育委員会では、昨今の教職員不足、教員採用

試験受験者の低倍率（※1）を受けて、教職員の「働

き方改革」を進めています。教職員の働き方の実態は

なかなか伝わらない部分も大きいかと思いますが、こ

の点についても情報発信しつつ、「質の高い学び」と

「持続可能な学校」の実現を目指します。 

 

 

 

 

 


